
第３期青梅市国民健康保険データヘルス計画

第４期青梅市特定健康診査等実施計画

～概要版～



｢データヘルス計画｣は、国保データベース（KDB）等のデータ分析に基づく

生活習慣病予防をはじめとした保健事業の実施内容やその目的・目標を、｢特

定健康診査実施計画｣は、保健事業の中核をなす特定健康診査･特定保健指導の

実施方法や目標等をそれぞれ定めた計画です。

いずれも、被保険者の生活の質の維持･向上、健康寿命の延伸、その結果と

しての医療費適正化に資することを目的としています。

計画の期間

令和６年度から令和１１年度までの６年間

計画の構成

各 計 画 目 的

第３期データヘルス計画
健康・医療情報等を活用したデータ分析に基づき、
ＰＤＣＡサイクルに沿った効果的かつ効率的な保健
事業の実施計画を定め、実施および評価を行う。

第４期特定健康診査等実
施計画

特定健康診査等基本指針（厚生労働省告示）に基
づき、特定健康診査および特定保健指導の実施方
法や目標等、基本的な事項を定める。

参考 ・データヘルス計画は、「国民健康法に基づく保健事業の実施等に
関する指針」（厚生労働省告示）に基づき策定するものです。

・特定健康診査等実施計画は、「高齢者の医療の確保に関する法
律」第１９条に基づき策定するものです。

このたび、令和5年度に両計画が最終年度を迎え、関連性が高いことから、

より効果的・効率的に保健事業を実施するために、｢第3期データヘルス計画｣

と｢第4期特定健康診査等実施計画｣を一体的に策定します。

データヘルス計画・特定健康診査等実施計画とは

被保険者数の状況

令和４年度の国民健康保険被保険者数は２８，６１６人でした。平成３０年

度より３，８４１人、１１．８％減少しています。

医療費の状況

令和４年度の医療費１０９億９，６００万円は平成３０年度と比べて４．３％

減少していますが、被保険者一人当たりの医療費３７４，９１２円は平成３０

年度より８．２％増加しています。

青梅市国保の状況（抜粋）



生活習慣病の医療費の状況

令和４年度の生活習慣病の医療費は２１億１，１３２万円で、医療費全体に占

める割合は２２．１％でした。

また、生活習慣病疾病別の医療費割合は、腎不全、糖尿病、高血圧性疾患の

順となりました。

特定健康診査の受診状況

令和４年度の特定健康診査受診率は５０．９％でした。新型コロナウィルス感

染症の影響が出た令和２年度（４８．３％）から回復したものの、平成３０年

度（５３．４％）より２．５ポイント減少しました。

特定保健指導の受診状況

令和４年度の特定保健指導実施率は１８．８％でした。令和３年度（１７．４

％）、平成３０年度（１７．２％）に比べて１．４～１．６ポイント増加しました。



健康課題

Ａ
特定健診未受診者の１件当たり
医療費は、特定健診受診者の費用
より２倍以上高額となっている。

Ｂ
被保険者一人当たり医療費が
年々増額している。

Ｃ
生活習慣病医療費が医療費全体
の２２．１％を占めている。

Ｄ
後発（ジェネリック）医薬品に
切替可能な先発医薬品を含む処方
をされている患者が一定数いる。

Ｅ
重複受診者、頻回受診者、重複
服薬者および長期多剤服薬者が
一定数いる。

Ｆ
特定健診受診率が上昇せず横ばい
の状態が続いている。

Ｇ
メタボリックシンドローム割合
および予備群割合が東京都の値
より高くなっている。

Ｈ
生活習慣の改善が必要な被保険者
が一定数いる。

Ｉ
医療機関の未受診者および治療
中断者が一定数いる。

Ｊ
介護認定者の糖尿病有病率が東京
都の値より高くなっている。

以上の状況や分析結果を踏まえ、

以下の課題があると考えました。

健康課題を解決するため、

以下の目標を設定しました。

計画全体
の目標

計画全体の
評価指標

指標の定義

１

生活習慣病の重症
化を予防する。

糖尿病の
有病率

Sucoyaca※
「生活習慣病の
状況」の値

２ 脂質異常症の有病率
Sucoyaca
「生活習慣病の
状況」の値

３
高血圧症の
有病率

Sucoyaca
「生活習慣病の
状況」の値

４
生活習慣を改善す
る。

メタボリックシンドロー
ム（内臓脂肪症候群）該
当者割合

特定健診受診者の
うちメタボリック
シンドローム該当者
および予備群の割合

５
若年層から健康意
識を高める。

40歳から74歳の方の健
診受診率

法定報告実施結果
報告の値

６
平均自立期間を延
伸する。

平均自立期間
（要介護2以上）

KDB帳票
「地域の全体像の把握」
の値

７
医療費を適正化す
る。

被保険者１人当たり医療
費

KDB帳票
「地域の全体像の把握」
の値

計画全体の目標現状を踏まえた健康課題

※Sucoyaca：国保連合会の特定健診等支援提供システム

計画目標を達成するため、以下の事業を実施します。

事業名 事業概要
該当する
目標番号

① 特定健康診査
特定健康診査の受診率向上を
目指し、広報・啓発活動、受診
勧奨事業を実施する。

５・７

② 特定保健指導

・生活習慣改善のための指導を
実施する。

・特定保健指導の実施率向上
を目指し、広報・啓発活動、
受診勧奨事業を実施する。

１・２
３・４
７

③
糖 尿 病 性
腎 症 重 症 化
予 防 指 導

糖尿病性腎症にり患している者に
対し、生活習慣に関する保健指導
を実施する。また、指導終了後の
健康管理状態を確認し、生活習慣
の改善を促す指導（フォロー
アップ）を実施する。

１・４
６

④
生 活 習 慣 病
治療中断者への
受 診 勧 奨

治療を中断し、重症化することで
高額な医療費が必要となる治療
中断者に対して、医療機関への
受診再開勧奨を実施する。

１・２
３・４
７

⑤
健 診 異 常 値
未治療者への
受 診 勧 奨

非特定保健指導の対象外となるが、
検査値が高い非肥満者のリスク
保有者も含めて医療機関への受診
勧奨を実施する。

１・２
３・４
７

⑥
適正受診・適正
服 薬 促 進

複数の医療機関から複数の内服薬
が処方されている対象者へ、医
師・薬剤師へ相談する旨の通知を
送付する。

７

⑦
後発（ジェネ
リック）医薬品
利用促進通知

先発医薬品の利用者のうち、ジェ
ネリック医薬品利用促進通知によ
り医療費の削減が見込まれる対象
者へ送付する。

７

実施事業



担当課・問合せ先

担 当 課 市民部保険年金課・健康福祉部健康課

問 合 せ 先 〒１９８－８７０１

青梅市東青梅１丁目１１番地の１
青梅市市民部保険年金課

電 話 ： ２２－１１１１（内線番号２１１９）

Ｆ Ａ Ｘ ： ２２－３５０８

電子メール ： div1015@city.ome.lg.jp
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